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四
　
月
　
　
号

発
行
所

灘
畑
全
日
本
仏
教
会

　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
三
ノ
＝
本
願
寺
内
）

　
電
話
（
5
4
）
〇
三
＝
二

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
高
橋
忠
雄

印
刷
所
栄
昌
堂

は
　
な
　
ま
　
つ
　
り

釈
奪
降
誕
会
を
全
国
的
に

　　

@　

@　

@　

@
　
　
盛
ん
に
行
お

　
　
　
　
　
　
　
は
な
ま
つ
り

　
四
月
八
日
は
釈
尊
降
誕
会
と
し
て
各

種
の
行
事
が
日
本
全
国
各
地
で
年
々
盛

ん
に
行
わ
れ
て
来
た
。

　
全
日
仏
は
こ
X
数
年
来
「
花
ま
つ
り

月
聞
」
を
提
唱
し
毎
年
四
月
八
日
か
ら

五
月
八
日
ま
で
の
間
に
全
国
各
寺
院
、

各
地
域
仏
教
会
、
宗
派
本
山
等
で
出
来

る
だ
け
「
花
ま
つ
り
行
事
」
を
盛
大
に

行
れ
る
よ
う
、
凡
ゆ
る
方
法
を
尽
し
て

彷
き
か
け
て
来
た
。
近
年
年
毎
に
こ
の

運
動
と
意
識
が
昂
揚
さ
れ
て
来
た
事
は

誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
静
か
に
之
を
眺
め
た
時
、

未
だ
こ
の
程
度
で
満
足
す
べ
き
で
は
な

く
、
よ
り
益
々
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
遺
憾
に
思

う
の
は
全
国
八
万
の
寺
院
の
中
．
果
し

て
こ
の
内
聞
内
に
釈
尊
降
誕
会
の
法
要

な
り
行
事
な
り
を
真
性
に
厳
修
し
て
い

る
も
の
が
幾
何
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
吾
々
は
敢
て
単
な
る
お
祭
騒
ぎ
を
す

エ
め
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
参

加
人
員
は
少
く
共
、
そ
の
内
容
は
素
朴

で
あ
っ
て
も
真
に
吾
等
の
教
祖
釈
尊
降

誕
を
祝
福
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
法
要
行

事
の
行
わ
れ
る
事
を
念
願
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
「
全
一
仏
教
運
動
」
提
唱
の
声
を
聞
く

事
す
で
に
久
し
い
。
全
日
本
仏
教
会
亦

こ
の
理
想
達
成
の
た
め
結
成
さ
れ
た
団

、
h
ノ

体
で
あ
る
。
故
に
敢
て
全
一
仏
教
運
動

を
盛
ん
に
す
る
行
事
、
釈
尊
降
誕
会
を

再
三
再
四
強
固
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
全
一
仏
教
運
動
展
開
に
は
先
づ
釈
尊

を
正
面
に
堂
々
と
押
し
出
す
事
か
ら
始

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
各
宗
祖
師
の
偉
大
さ
は
釈
尊
を
尊
ぶ

事
に
よ
っ
て
少
し
も
減
殺
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
際
各
宗
各
派
、
各
寺

院
は
掛
先
垂
範
し
て
本
運
動
の
積
極
的

展
開
に
可
能
な
限
り
の
努
力
を
懇
請
す

る
と
共
に
、
成
る
べ
く
地
域
毎
に
宗
派

団
体
を
越
え
て
大
同
団
結
し
て
有
力
な

る
行
事
を
展
開
し
、
一
人
で
も
多
く
地

元
各
方
面
の
人
々
を
も
吸
収
動
員
さ
れ

ん
事
を
念
願
し
て
止
ま
な
い
。

　
全
日
仏
、
微
力
で
は
あ
る
が
、
之
が

為
新
聞
．
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

機
関
そ
の
他
に
勿
き
か
け
て
之
が
公
平

な
る
広
宣
．
浸
透
を
図
り
た
い
と
思
う

　
全
国
各
方
面
の
諸
賢
の
御
支
持
と
御

協
力
を
念
願
す
る
事
絶
大
な
る
も
の
で

あ
る
。

　
水
戸
で
仏
教
徒
大
会

　
　
　
　
茨
城
県
仏
が
主
催

　
茨
城
県
仏
教
連
合
会
で
は
、
か
ね
て

よ
り
着
実
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の

で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
来
る
四
月
十
三
日
世
界
平
和
茨

’

城
仏
舎
利
塔
建
立
奉
賛
会
の
舎
利
塔
定

礎
式
と
併
行
し
て
水
戸
市
干
波
湖
畔
で

「
仏
紀
二
干
五
百
年
記
念
」
県
仏
教
徒

大
会
を
催
す
事
に
な
っ
た
。

　
当
日
は
全
日
仏
代
表
を
始
め
、
知
事

県
出
身
国
会
議
員
、
県
内
仏
教
代
表
、

県
、
市
町
議
員
代
表
等
多
数
の
出
席
の

も
と
左
の
通
り
の
行
事
を
行
う
事
に
な

り
今
か
ら
そ
の
盛
大
さ
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

L
午
前
中
い
ば
ら
ぎ
新
聞
社
前
よ
り
千

波
湖
畔
舎
利
塔
敷
地
ま
で
代
表
者
及
び

稚
児
行
列
を
行
う
。

広
　
午
後
一
時
半
よ
り
舎
利
塔
定
礎
式

及
び
南
方
戦
尊
者
慰
霊
法
要
、
最
後
仏

教
徒
大
会
。

　
大
会
で
は
後
藤
武
男
仏
舎
利
塔
奉
賛

会
長
黒
田
県
仏
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝

辞
に
次
い
で
県
内
各
地
区
仏
教
代
表
者

に
よ
る
意
見
発
表
、
宣
言
．
決
議
等
が

行
わ
れ
る
予
定
。

大
会
要
項
を
確
定

　
　
　
　
　
　
準
備
委
開
か
る

　
全
日
本
仏
教
徒
の
総
意
を
結
集
す
べ

く
開
催
さ
れ
る
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は

そ
の
矛
六
回
大
会
が
、
既
報
の
通
り
来

る
六
月
、
東
京
浅
草
寺
を
中
心
会
場
と

し
て
開
か
れ
る
。
こ
れ
は
首
都
東
京
で

の
初
め
て
の
大
会
と
し
て
各
方
面
の
注

視
を
集
め
て
お
り
、
浅
草
寺
、
東
京
仏

教
徒
団
、
全
日
仏
の
三
者
で
構
成
さ
れ

る
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
．
旧
冬
来
、

万
全
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

去
る
三
月
十
五
日
開
催
の
同
委
員
会
に

お
い
て
別
記
の
通
り
「
大
会
要
項
」
が

確
定
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
具
体
的
に
参

加
者
を
募
っ
て
大
会
成
功
へ
の
努
力
を

続
け
る
段
階
に
入
っ
た
。

　
同
委
員
会
は
、
先
月
開
催
さ
れ
た
教

学
・
教
化
委
員
会
、
社
会
・
平
和
委
員

会
、
国
際
委
員
会
（
前
号
既
報
）
で
そ

れ
ぞ
れ
考
究
さ
れ
た
結
果
を
検
討
、
調

…
整
し
て
、
別
記
の
通
り
三
つ
の
討
議
課

題
に
集
約
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
議
案
を

募
り
、
大
会
の
討
議
に
付
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
な
お
同
委
員
会
で
は
、
こ
れ

を
諒
と
し
て
各
方
面
か
ら
一
層
の
協
力

を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

矛
六
回
全
日
本
仏
撤
徒
会
議

東
京
浅
草
寺
大
会
要
項

　
「
全
一
仏
教
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
て
既

に
幾
歳
月
、
教
界
の
期
待
と
批
判
の
中

に
．
全
日
本
仏
教
会
は
こ
の
運
動
推
進

に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

成
果
は
必
ず
し
も
高
く
評
価
で
き
る
と

は
申
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
果
し
て
強

力
な
「
全
一
仏
教
運
動
」
と
は
実
現
不

可
能
な
空
想
な
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
か

戦
後
十
数
年
を
経
た
今
日
、
物
賃
的
な

面
に
お
い
て
は
一
応
の
安
定
を
取
り
も

ど
し
た
と
は
い
え
、
世
相
の
混
沌
．
垂

心
の
荒
澆
は
、
い
よ
ノ
＼
そ
の
極
に
赴

む
く
の
感
を
抱
か
せ
ま
す
。
更
に
国
際

的
に
も
平
和
の
危
機
は
解
消
せ
ず
、
そ

の
こ
と
が
蓬
々
を
不
安
の
淵
に
追
い
や

っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
え
ま
せ
ん
。

大
聖
釈
尊
在
し
ま
せ
ば
．
い
か
に
こ
れ

を
観
、
い
か
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

し
よ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
今
こ
そ
再
思
参

考
、
現
代
に
生
き
る
仏
教
徒
の
在
り
方

を
検
討
し
、
こ
れ
を
行
動
に
移
す
一
大

転
機
と
い
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

い
た
し
ま
す
。

回
を
重
ね
る
こ
と
こ
エ
に
六
回
、
本
年

の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
左
記
の
通
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

従
来
の
会
議
方
式
を
反
省
し
、
更
に
充

実
し
た
全
国
会
議
と
す
べ
く
、
諸
賢
の

御
協
力
を
念
願
し
、
宗
派
、
一
三
府
県

仏
教
会
、
そ
の
他
各
種
団
体
の
積
極
的

な
意
見
の
代
表
者
と
し
て
、
全
国
よ
り

有
力
な
る
各
位
が
奮
っ
て
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

期
日
　
来
る
六
月
十
四
，
十
五
、
十
六

　
　
　
日
の
二
泊
三
日

会
場
　
東
京
浅
草
寺
、
浅
草
公
会
堂

参
加
資
格
及
び
人
員

　
　
　
全
日
仏
加
盟
の
各
宗
派
．
都
道

　
　
　
府
県
仏
教
会
そ
の
他
各
団
体
の

　
　
　
推
薦
す
る
も
の

　
　
　
正
式
代
表
　
　
　
五
〇
〇
名

　
　
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
　
五
〇
〇
名

参
加
申
込

　
　
　
来
る
五
月
十
五
日
ま
で
に
、
所

　
　
　
属
団
体
推
薦
書
並
に
参
加
二
三

　
　
　
五
〇
円
を
添
え
．
本
会
事
務
総

　
　
　
局
宛
申
込
の
こ
と
。
但
定
員
に

　
　
　
達
し
次
矛
期
日
前
で
も
締
切
。

課
題
　
－二

3
．

今
日
の
仏
教
教
化
活
動
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

今
日
の
全
一
仏
教
運
動
は

い
か
に
展
開
さ
る
べ
き
か

日
本
仏
教
の
国
際
交
流
を

い
か
に
推
進
す
べ
き
か
。

議
案
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
右
課
題
に
つ
い
て
議
案
提
出
希

　
　
　
望
者
は
一
人
で
二
議
案
ま
で
、

　
　
　
四
百
字
以
内
の
提
案
理
由
を
付

　
　
　
し
て
事
務
総
局
へ
お
送
り
下
さ

　
　
　
い
。
但
し
、
議
案
審
議
会
の
議

　
　
　
を
経
て
整
理
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　
　
　
締
切
五
月
十
五
日
。

宿
泊
に
つ
い
て

　
　
　
会
場
附
近
の
大
寺
院
に
て
、
特

　
　
　
別
の
御
配
慮
に
よ
り
三
〇
〇
名

　
　
　
ま
で
宿
泊
準
備
あ
り
。
一
人
一

　
　
　
泊
朝
食
付
三
五
〇
円
。
昼
食
並

　
　
　
に
夕
食
は
各
自
自
弁
の
こ
と
。

見
学
に
つ
い
て

　
　
　
会
議
終
了
翌
日
（
十
七
日
）
都

　
　
　
内
著
名
寺
院
見
学
の
準
備
を
進

　
　
　
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

　
　
　
参
加
申
込
書
に
は
、
住
所
、
氏

　
　
　
名
．
所
属
団
体
、
宿
泊
希
望
の

　
　
有
無
（
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま

　
　
　
す
か
ら
）
を
必
ず
明
記
し
て
下

　
　
　
さ
い
。

，　¶
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二

新
年
度
を
迎
え
ろ
に
あ
れ
つ
て
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
各
方
面
の
協
力
を
要
請
す
る
一
鉱

　
昭
和
三
十
二
年
八
月
．
全
日
本
仏
教

会
は
財
団
法
人
と
し
て
、
そ
の
法
人
格

を
坂
得
し
て
よ
り
約
半
歳
の
あ
い
だ
、

内
部
機
構
の
整
理
と
新
出
発
に
対
す
る

準
備
期
間
を
お
え
て
、
い
よ
く
新
年

度
を
迎
え
、
各
方
面
に
活
溌
な
る
運
動

を
展
開
し
て
、
そ
の
期
待
に
こ
た
え
る

べ
く
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
に
去
る
一
月
二
十
四
日
理

事
会
を
開
催
し
、
昭
和
三
十
三
年
度
に

お
け
る
運
動
方
針
並
に
事
業
要
綱
を
決

定
し
、
こ
れ
に
伴
う
予
算
の
大
綱
を
き

め
た
の
で
あ
る
。

　
一
ケ
年
聞
の
活
動
の
裏
付
け
と
な
る

予
算
の
編
成
は
、
ま
こ
と
に
重
大
で
あ

り
、
財
団
法
人
で
あ
る
関
係
上
か
ら
も

堅
実
を
旨
と
し
て
措
置
す
る
よ
う
に
と

の
考
慮
も
払
わ
れ
、
負
担
金
を
約
入
十

万
円
増
額
し
て
予
算
編
成
に
あ
た
る
こ

と
の
決
定
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
直
ち
に
各
加
盟
団
体
の
代
表

者
各
位
の
会
議
を
開
催
し
、
理
事
会
に

お
い
て
決
定
を
み
た
案
件
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
べ
く
、
二
月
一
日
京
都
に

お
い
て
各
三
々
務
総
長
会
同
並
に
西
日

本
地
区
仏
教
会
長
会
同
を
開
催
し
、
本

部
よ
り
渡
辺
理
事
長
、
太
田
事
務
総
長

を
は
じ
め
三
局
長
出
席
の
も
と
に
、
詳

細
に
わ
た
っ
て
説
明
協
議
の
結
果
、
万

場
一
致
を
も
つ
て
、
理
事
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
た
事
業
計
画
案
並
に
負
担
金

増
額
の
件
に
つ
き
承
認
し
た
次
矛
で
あ

る
。　
更
に
二
月
二
十
六
、
二
十
七
日
の
両

日
に
わ
た
り
，
東
日
本
地
区
仏
教
会
長

会
同
、
四
団
体
代
表
者
会
同
を
開
催
し

同
様
案
件
に
つ
き
協
議
を
煩
わ
し
、
共

に
そ
の
承
認
を
得
た
の
で
、
昭
和
三
十

三
年
度
予
算
案
の
詳
細
を
立
案
し
、
三

月
十
二
日
事
務
総
局
に
総
務
委
員
会
を

開
き
、
そ
の
検
討
審
議
を
願
い
、
原
案

を
作
成
し
た
次
矛
で
あ
る
。

　
本
会
の
「
寄
附
行
為
」
才
十
条
の
「

こ
の
法
人
の
事
業
計
画
お
よ
び
こ
れ
に

伴
う
収
支
予
算
は
、
毎
会
計
年
度
開
始

前
に
、
評
議
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
理

事
長
が
編
成
し
、
理
事
会
の
議
決
を
経

て
、
評
議
員
会
に
報
告
し
、
文
部
大
臣

に
怠
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

る
条
項
に
則
り
、
去
る
二
月
二
十
一
日

開
催
の
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
評
議

員
会
、
理
事
会
開
催
の
日
程
を
、
各
方

面
の
事
情
を
参
酎
し
て
三
月
二
十
六
日

午
後
一
時
（
理
事
会
は
同
三
時
）
と
決

定
し
、
定
款
の
規
程
に
従
っ
て
昭
和
三

十
三
年
度
の
予
算
案
審
議
を
願
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
限
り
あ
る
予
算
内
に
お
い
て
、
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
心
掛
け
で
あ
る
ご
と
は

申
す
ま
で
も
な
い
が
、
本
会
の
場
合
，

特
に
貴
重
な
財
源
の
大
部
分
を
各
加
盟

団
体
の
負
担
金
に
あ
お
い
で
い
る
関
係

上
、
格
別
こ
の
点
に
留
意
し
て
立
案
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
矛
一
は
、
従
来
と
も
常
に
要
望

の
あ
っ
た
機
関
で
あ
る
各
種
専
門
委
員

会
の
活
溌
な
る
運
営
で
あ
る
。
こ
れ
は

各
方
面
の
衆
智
を
結
集
し
て
、
各
部
門

に
対
し
て
適
切
な
る
意
見
と
示
唆
と
を

な
し
、
そ
の
活
動
の
展
開
に
対
し
て
強

力
な
る
作
戦
本
部
と
な
る
も
の
で
あ
る

こ
の
運
営
と
活
動
と
に
対
し
て
大
い
に

期
待
し
た
次
回
で
あ
る
。

　
二
二
は
関
西
事
務
局
と
の
緊
密
な
る

連
絡
に
よ
る
、
東
西
相
呼
応
し
て
の
運

動
推
進
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
関
西
特

に
京
都
を
中
心
と
し
て
有
力
な
る
仏
教

活
動
の
根
拠
た
る
大
本
山
や
各
宗
務
当

局
も
多
数
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
活
溌
な

る
活
動
と
相
提
携
し
て
、
更
に
仏
教
興

隆
へ
の
運
動
を
全
国
的
に
推
進
す
る
拠

点
と
し
、
こ
の
意
義
を
充
分
発
揮
し
て

頂
く
わ
け
で
あ
る
。

　
跨
線
に
は
、
本
会
年
中
行
事
申
特
に

深
い
意
義
を
も
つ
矛
六
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
の
開
催
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
。
既
に
慎
重
な
る
研
究
と
準
備

を
も
つ
て
計
画
を
進
め
て
お
り
、
全
国

の
期
待
に
こ
た
え
意
義
あ
る
大
会
た
ら

し
め
る
と
共
に
、
全
国
組
織
強
化
へ
の

契
機
と
も
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
矛
四
に
は
、
今
秋
行
わ
れ
る
タ
イ
国

に
お
け
る
矛
五
回
世
界
仏
教
徒
会
議
へ

の
参
加
で
あ
っ
て
、
近
時
急
速
に
そ
の

度
を
増
し
て
い
る
仏
教
に
よ
る
国
際
親

善
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
住
民
の
提
携
へ

の
協
力
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
義
は
回
を

重
ね
る
毎
に
増
大
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
本
会
が
適
時
行
っ
て
い
る
国

際
交
流
親
善
へ
の
役
割
は
、
ま
こ
と
に

多
大
で
あ
っ
て
、
又
こ
の
面
へ
の
事
業

の
推
進
は
各
方
面
か
ら
念
願
切
望
さ
れ

る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
斯
…
様
に
、
内
に
外
に
本
会
が
そ
の
設

立
の
趣
旨
と
使
命
を
体
し
て
、
一
歩
一

歩
と
そ
の
歩
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
予

算
成
立
に
協
力
を
頂
き
、
そ
の
指
導
の

も
と
に
誤
り
な
い
前
進
を
続
け
る
こ
と

を
約
し
て
、
輝
か
し
い
昭
和
三
十
三
年

度
を
迎
え
る
こ
と
を
衷
心
よ
り
祝
福
す

る
次
矛
で
あ
る
。
　
（
全
日
仏
総
務
局
）

昭
和
光
二
年
度
事
務
報
告

八
　
月
，
廿
三
日

茄
一
日

九
　
月

　
七
　
日

九十

日日

十
一・ V〃
日

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

と
し
て
許
可
さ
る

矛
一
回
理
事
会
（
設
立
許

可
に
伴
う
諸
準
備
の
件
）

新
評
議
員
会
（
会
長
、
副

会
長
推
戴
、
理
事
、
監
事

選
出
の
件
）

豊
国
仏
教
協
会
か
ら
広
島

へ
の
仏
像
贈
呈
式
（
於
増

上
寺
）

新
理
事
会
（
理
事
長
選
出

の
件
）
　
　
　
　
　
　
’

訪
中
仏
教
使
節
団
壮
行
会

同
使
節
団
羽
田
出
発

日
本
宗
教
連
盟
理
事
会

十
三
日
～
十
五
日

　
　
　
　
矛
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会

　
　
　
　
議
（
於
奈
良
東
大
寺
）

十
九
日

廿
六
日

廿
七
日

＋
　
月

　
四
　
日

理
事
会
（
常
務
理
事
、
事
務
、

総
長
、
局
長
選
出
の
件
）

常
務
理
事
会
（
局
長
選
出

の
件
）

訪
中
使
節
団
の
高
階
、
佐

瀬
代
表
帰
国

ネ
ー
ル
首
相
一
行
来
日

八
　
日

〃

十
四
日

十
六
日

廿
三
日

廿
四
日

廿
九
日

＋
一
月

　
一
　
二

十
　
日

十十
六一
日日

十
七
日

廿
　
日

ネ
ー
ル
首
相
歓
迎
国
民
大

会
共
催
（
於
都
体
育
館
）

ネ
ー
ル
首
相
に
肖
像
画
を

贈
呈
（
於
迎
賓
館
）

日
本
宗
教
連
盟
理
事
会

常
務
理
事
会
（
予
算
案
に

関
す
る
件
）

訪
中
仏
教
使
節
曲
言
国

同
使
節
団
歓
迎
午
餐
会

（
於
三
笠
会
館
）
報
告
会

（
於
日
本
堂
）

評
議
員
会
，
理
事
会
（
於

京
都
東
本
願
寺
　
茄
二
年

度
予
算
、
関
西
事
務
局
、

役
員
増
員
等
の
件
）

ラ
オ
ス
仏
紀
二
干
五
百
年

祭
典
へ
大
西
、
石
川
代
表

出
発
「
ブ
デ
ィ
ス
ト
パ
ー
テ
ィ
」

（
仏
青
・
羅
綾
共
催
於
浜

離
宮
）
を
後
援

臼
本
宗
教
連
盟
理
事
会

大
西
，
石
川
代
表
ラ
オ
ス

よ
り
帰
国

英
語
弁
論
大
会
へ
於
立
正

大
学
）
を
後
援

常
務
理
事
会
（
役
員
増
員

〃〃

廿
六
日

廿
七
日

十
二
月

　
二
．
日

四山ノ、

日日

七
　
日

〃

十
一
日

十

六〃
日

十
九
日

廿
　
日

〃〃

廿
三
日

廿
七
日

一
　
月

八
　
日

十
三
日

顧
問
・
参
与
・
専
門
委
員

委
嘱
の
件
）

渡
辺
理
事
長
渡
米
歓
送
会

大
西
・
石
川
代
表
帰
国
歓

迎
会
皇
国
へ
の
セ
メ
ン
ト
贈
呈

船
出
式
（
ア
ジ
ア
善
隣
運

動
本
部
）
に
参
列

訪
中
仏
教
使
節
団
残
務
処

理
委
員
会

セ
イ
ロ
ン
舎
利
弗
目
蓮
聖

骨
堂
建
立
募
金
を
行
う

回
国
紅
十
字
会
代
表
来
日

に
つ
き
協
議
会
（
於
永
平

寺
別
院
）

原
馨
新
型
緬
大
使
歓
送
会

に
出
席

李
徳
全
女
史
一
行
来
日

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
法
要

執
行
（
於
永
平
寺
別
院
）

仏
教
学
生
音
楽
演
奏
会

（
於
山
葉
ホ
ー
ル
）
を
後

援常
務
理
事
会
（
比
島
戦
績

者
遺
骨
収
集
団
派
遣
代
表

の
件
）

日
本
宗
教
連
盟
理
事
会

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
五
十
年
目

の
件
で
辻
本
氏
来
日

渡
辺
理
事
長
帰
国

常
務
理
事
会
（
計
三
年
度

予
算
編
成
に
関
す
る
件
、

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
祭
代
表
派

遣
の
件
）

高
階
会
長
中
国
向
け
放
送

中
国
紅
十
字
団
歓
迎
委
員

会
（
於
都
議
会
）

李
徳
全
女
史
一
行
歓
迎
都

民
の
集
い
（
於
共
立
講
堂

ブ
ラ
ジ
ル
派
遣
代
表
に
つ

い
て
の
小
委
員
会

常
務
理
事
会
（
ブ
ラ
ジ
ル

派
遣
代
表
．
セ
イ
ロ
ン
水

害
救
援
等
の
件
）

ビ
ル
マ
パ
ゴ
ダ
に
関
す
る

報
告
会

　
　
　
（
三
頁
に
続
く
）
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大
き
な
力
添
え
に
感
謝

セ
イ
ロ
ン
首
相
か
ら
礼
状

　
先
月
行
わ
れ
た
セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援

運
動
は
仏
教
界
各
方
面
の
非
常
な
協
力

を
受
げ
、
予
想
外
の
好
成
績
を
お
さ
め

え
た
こ
と
に
対
し
て
全
日
仏
当
局
は
心

か
ら
の
好
意
と
感
謝
を
捧
げ
て
い
る
が

今
回
、
セ
イ
ロ
ン
国
首
相
バ
ン
ダ
ラ
ナ

イ
ケ
氏
か
ら
、
全
日
仏
高
階
会
長
宛
に

次
の
如
き
三
重
な
礼
状
が
寄
せ
ら
れ
て

き
た
。大

僧
正
貌
下

　
私
は
、
た
虻
い
ま
東
京
在
住
の
セ

イ
ロ
ン
大
使
を
通
じ
て
、
セ
イ
ロ
ン

に
お
け
る
水
害
救
援
の
た
め
集
め
ら

・
れ
た
八
○
○
ル
ピ
ー
、
タ
オ
ル
九
二

三
六
点
、
衣
類
九
〇
〇
点
余
、
そ
の

他
に
つ
い
て
読
売
さ
れ
て
あ
る
二
月

十
五
日
付
の
狙
下
よ
り
の
書
面
を
手

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
心
か
ら
の
贈
物
と
こ
れ
ら
の
贈

物
を
収
集
さ
れ
た
御
苦
労
に
対
し
て

の
、
わ
が
国
政
府
の
衷
心
よ
り
の
謝

意
を
、
何
卒
お
く
み
と
り
下
さ
い
。

　
そ
れ
ら
の
贈
物
は
、
洪
水
に
よ
っ

て
生
じ
た
苦
し
み
を
軽
減
す
る
上
で

大
き
な
力
と
な
る
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
九
五
八
年
三
月
四
日

　
　
セ
イ
ロ
ン
国
首
相

　
　
ソ
ロ
モ
ン
・
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

．
ラ
オ
ス
首
相
来
日

　
　
熱
心
な
仏
教
国
で
あ
る
ラ
オ
ス
国
の

　
首
相
ス
ヴ
ア
ン
ナ
・
プ
ー
マ
氏
は
去
る

三
月
六
日
午
后
四
時
羽
田
着
の
特
別
機

　
で
わ
が
政
府
の
国
賓
と
し
て
来
日
し
た

昨
秋
石
川
、
大
西
両
代
表
が
同
国
で
開

か
れ
た
仏
噸
祝
典
に
招
か
れ
た
意
味
も

あ
り
，
全
日
仏
で
も
何
ら
か
歓
迎
の
意

を
表
す
意
向
で
あ
っ
た
が
滞
在
期
聞
が

わ
っ
か
一
日
な
の
で
、
翌
七
日
首
相
官

邸
で
挙
行
の
リ
セ
プ
シ
ョ
ン
席
上
石
川

局
長
が
口
答
で
感
謝
の
こ
と
ば
を
伝
え

た
。一

華
邦
人
遺
骨
収
集
問
題

　
　
　
　
　
廿
七
団
体
で
懇
談
会

　
中
華
人
民
共
和
国
に
は
約
二
十
万
の

日
本
人
の
遺
骨
が
埋
葬
放
置
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
が
、
目
下
新
三
国
の
建

設
が
各
所
で
大
規
模
に
行
わ
れ
て
お
り

遺
骨
収
集
調
査
は
だ
ん
だ
ん
困
難
を
き

わ
め
て
来
る
様
な
現
状
で
あ
る
。
昨
年

末
は
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
李
徳
全
女

史
を
団
長
と
す
る
申
国
紅
十
字
会
代
表

六
二
名
が
来
日
し
、
青
山
永
平
寺
別
院

に
て
中
国
人
殉
難
者
の
追
悼
法
要
が
執

行
さ
れ
た
時
に
同
代
表
か
ら
調
査
さ
れ

た
邦
入
遺
骨
二
干
三
百
六
柱
の
資
料
が

日
本
側
へ
手
交
さ
れ
、
以
来
全
国
的
に

関
心
が
高
め
ら
れ
て
来
だ
。
こ
れ
を
契

機
と
し
て
全
日
仏
、
日
中
副
腎
、
訪
中
仏

教
使
節
団
を
初
め
廿
七
団
体
が
申
心
と

な
っ
て
政
府
に
強
力
に
呼
び
か
け
世
論

喚
起
に
の
り
出
す
こ
と
に
な
り
、
去
る

三
月
十
日
中
国
人
俘
虜
殉
難
監
事
霊
実

行
委
員
会
、
在
華
邦
入
遺
骨
問
題
特
別

委
員
会
（
委
員
長
大
谷
螢
潤
氏
）
で
は

在
華
邦
入
遺
骨
の
収
集
調
査
に
つ
き
参
・

議
院
会
館
矛
二
会
議
室
に
て
関
係
廿
七

団
体
の
代
表
を
招
い
て
会
議
を
開
き
今

后
の
遺
骨
送
還
に
関
し
て
相
互
の
意
見

を
交
換
し
て
要
望
を
と
り
ま
と
め
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
全
日
仏

か
ら
柳
国
際
部
長
が
出
席
し
た
。

触
講
遺
骨
引
取
り
も
協
議

　
終
戦
時
の
混
乱
の
さ
申
、
南
北
朝
鮮

で
倒
れ
た
日
本
入
は
実
に
二
十
万
と
い

わ
れ
て
い
る
が
種
々
な
る
事
情
で
未
だ

収
集
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
今

般
北
朝
鮮
政
府
は
龍
山
墓
地
な
ど
各
所

に
埋
葬
さ
れ
て
あ
る
日
本
入
遺
骨
を
日

本
の
遣
族
に
手
渡
し
た
い
旨
を
表
明
し

い
よ
く
在
北
鮮
遺
骨
収
集
の
見
透
し

も
明
る
く
な
っ
て
来
た
。
日
朝
協
会
（
会

長
山
本
熊
一
氏
）
で
は
三
月
十
四
日
午

后
一
時
よ
り
衆
議
院
オ
一
会
館
オ
四
会

議
室
に
於
て
関
係
各
団
体
代
表
者
を
招

き
在
朝
鮮
邦
人
遺
骨
の
引
き
取
り
を
主

に
熱
心
に
協
議
し
た
。
な
お
在
日
朝
鮮

人
遺
骨
の
南
北
朝
鮮
へ
の
送
還
に
つ
い

て
も
同
様
協
議
し
た
。
全
日
仏
か
ら
柳

国
際
部
長
が
出
席
し
た
。

セ
イ
ロ
ン
等
へ
仏
像
贈
る

　
セ
イ
ロ
ン
国
コ
ロ
ン
ボ
市
郊
外
の
ア

マ
ラ
寺
か
ら
仏
像
一
体
寄
贈
方
の
依
頼

を
う
け
た
全
日
仏
で
は
，
国
際
親
善
の

歯
式
か
ら
，
名
古
屋
市
在
住
高
藤
鎮
夫

氏
に
製
作
を
依
頼
し
て
、
こ
れ
を
贈
る

こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

仏
教
会
、
及
ジ
ャ
ワ
申
部
仏
教
会
の
同

様
の
要
請
に
も
応
え
る
べ
く
準
備
中
。

比
島
遺
骨
無
言
の
寒
国

東
京
九
段
で
慰
霊
祭

　
比
島
方
面
で
散
っ
た
旧
日
本
軍
将

兵
の
遺
骨
収
集
の
短
め
去
る
一
月
廿
七

日
東
京
港
を
発
ち
、
約
一
ケ
月
半
比
島

各
地
の
山
野
に
散
乱
せ
る
蕪
骨
収
集

を
つ
づ
け
て
来
た
収
集
団
は
、
二
千
五

百
六
柱
の
遺
骨
を
収
集
し
て
、
二
月
十

一
日
午
前
九
時
半
銀
河
丸
に
て
東
京
晴

海
土
橋
に
帰
着
し
た
。
船
」
⊥
で
は
厚
生

運
輸
両
省
次
官
ら
が
参
列
し
、
遺
骨
奉

迎
式
及
帰
港
式
が
お
ご
そ
か
に
と
り
行

わ
れ
、
午
前
十
一
時
に
は
稲
葉
団
長
を

先
頭
に
仏
教
界
代
表
稲
葉
真
意
師
（
東

本
願
寺
）
を
含
む
十
三
人
の
収
骨
団
員

の
三
々
に
遺
骨
が
抱
か
れ
下
船
し
、
三

台
の
霊
呈
上
に
移
さ
れ
て
、
陸
上
自
衛

隊
の
葬
送
曲
の
う
ち
に
政
府
主
催
追
悼

式
場
で
あ
る
九
段
会
館
に
向
つ
た
。

　
午
后
一
時
半
か
ら
比
島
方
面
戦
没
者

追
悼
式
が
遺
族
の
涙
の
内
に
岸
総
理
初

め
藤
山
外
務
相
、
堀
木
厚
相
な
ど
関
係

閣
僚
を
初
め
メ
リ
ー
在
日
比
島
大
使
ら

が
列
席
し
て
厳
そ
か
に
行
わ
れ
、
秩
父

宮
妃
殿
下
や
遺
族
代
表
な
ど
各
界
か
ら

の
献
花
薫
香
が
あ
っ
て
後
、
稲
葉
団
長

よ
り
現
地
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
引
続

き
同
所
で
は
日
本
宗
教
連
盟
を
初
め
民

聞
四
団
体
共
催
の
追
悼
慰
霊
祭
が
厳

粛
裸
に
と
り
行
わ
れ
た
。
な
お
宗
教

代
表
と
し
て
現
地
で
活
躍
し
た
仏
教
界

の
稲
葉
真
意
師
、
並
に
キ
リ
ス
ト
教
界

代
表
の
長
途
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
帰
国

歓
迎
会
は
真
宗
連
主
催
で
翌
三
月
十
二

日
午
前
＋
一
時
よ
り
東
京
銀
座
三
笠
会

館
に
於
て
盛
大
に
開
か
、
れ
た
。

，
3
～
9
畢
♂
，
も
《
ご
ず
，
．
‘
｛
‘
｛
一
‘
「
艦
り
事
～
・
ず
～
～
2
・
重
’
～
’
・
‘
’
ご
‘
’
‘
’
撃
’
～
一
，
、
亀
ぐ

（
二
頁
よ
り
）

十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
六
日

十
九
日

廿
　
日

廿
二
日

廿
四
日

十
五
日

セ
イ
ロ
ン
水
害
救
助
対
策

協
議
会

比
島
戦
溢
者
遺
骨
収
集
団

壮
行
会
に
出
席

同
収
骨
団
出
発
見
送

矛
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会

議
打
合
会
（
於
浅
草
寺
）

理
事
会

セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援
協
議

廿
七
日

　
〃
廿
八
日

光
　
日

〃

会イ
ン
ド
独
立
記
念
リ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
出
席

日
本
宗
教
連
盟
理
事
会

仏
婦
修
正
会
に
出
席

矛
一
回
組
織
委
員
会

矛
一
回
国
際
委
員
会
、
辻

本
氏
歓
迎
会

ガ
ン
ジ
ー
指
先
伸
十
周
年
野
記

念
式
並
に
講
演
会
に
出
席

二
　
月

　
一

二四八十十
三
日

十
五
日

十
七
日

十
八
日

廿
　
三

二
一
日

廿
五
日

廿
六
日

廿
七
日

廿
入
日

日
　
全
国
宗
務
総
長
・
西
日
本

　
　
府
県
仏
会
長
会
議
（
於
京

　
　
都
知
恩
院
）

臼
　
尼
僧
法
団
浅
草
で
セ
イ
ロ

　
　
ン
水
害
救
援
托
鉢
実
施

臼
　
セ
イ
ロ
ン
独
立
記
念
式
典

　
　
に
出
席

日
　
セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援
募
金

　
　
を
都
内
一
斉
に
挙
行

日
　
山
梨
県
仏
再
建
協
議
会
に

　
　
出
席

　
　
浅
草
寺
大
会
準
備
会

　
　
セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援
金
品

　
　
贈
呈
式
（
於
セ
イ
ロ
ン
大

　
　
使
館
）

　
　
矛
一
回
教
学
教
化
委
員
会

　
矛
一
回
社
会
平
和
委
員
会

　
　
国
際
委
員
会

　
常
務
理
事
会
（
仏
教
徒
会

　
議
、
ブ
ラ
ヂ
ル
派
遣
代
表

　
　
ビ
ル
マ
パ
ゴ
ダ
の
件
）

　
日
本
宗
教
連
盟
理
事
会

　
東
日
本
府
県
仏
会
長
会
議

　
加
盟
団
体
（
除
宗
派
柳
刃

　
）
代
表
者
会
議

　
ビ
ル
マ
パ
ゴ
ダ
に
関
す
る

　
特
別
委
員
会

三
　
月
三
　
日

七六

日日

十
一
日

　
〃

廿山斗十　十
六五七五〃二
日日臼日　目
X

ブ
ラ
ジ
ル
開
訓
教
と
移
民
に

関
す
る
懇
談
会

ラ
オ
ス
国
首
相
来
日

首
相
官
邸
に
悟
る
ラ
オ
ス

国
曽
目
論
甜
歓
迎
リ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
出
席

比
島
収
骨
団
帰
国
出
迎

比
島
方
面
戦
導
者
慰
霊
祭

行
わ
る
（
於
九
段
会
館
）

総
務
委
員
会

宗
教
代
表
歓
迎
会

浅
草
寺
大
会
準
備
会

「
花
ま
つ
り
」
座
談
会

目
本
宗
教
連
盟
理
事
会

評
議
員
会
理
事
会

×

ム

一
　
〒
．
罰

・詫

ﾜ
遷
r
「
「
・
　
　
．
試
．
浅

騨ヒ、
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舜
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二

東
京
の
『
花
ま
つ
り
」

　
仏
陀
は
建
っ
て
人
の
心
に
灯
を
と
も
し

　
た
。
そ
の
法
灯
は
燃
え
つ
黛
け
て
ニ
ヂ

　
数
百
年
に
亘
り
世
界
入
域
に
光
明
を
与

　
え
て
来
た
。
真
の
自
由
真
の
平
和
は
こ

・
の
光
明
の
中
に
の
み
求
め
ら
れ
る
。
い

　
ま
宇
宙
時
代
の
仏
教
は
そ
の
科
学
性
が

　
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
仏
陀
の
法
は

　
そ
の
法
を
自
覚
す
る
も
の
に
直
ち
に
光

　
り
か
が
や
く
。
こ
の
故
に
仏
陀
の
法
は

　
甚
深
微
妙
と
い
わ
れ
る
。
仏
誕
を
祝
福

　
し
よ
う
。

、
今
年
四
月
全
都
に
展
開
の
盛
大
豪
華
な

花
ま
つ
り
行
事
で
本
部
に
報
告
連
絡
の

分
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
～
八
日
　
亀
戸
大
通
各
所
　
稚
児
花

　
　
御
堂
練
供
養
巡
回
子
供
会
、
子
供
映

　
　
画
大
会
（
城
東
仏
教
団
・
亀
戸
花
ま

　
　
つ
り
会
）

　
一
～
八
日
　
浅
草
各
所
　
浅
草
地
区
を

　
　
七
地
区
に
別
け
、
商
店
街
地
元
町
民

　
　
の
協
賛
に
よ
り
、
宣
伝
ヵ
1
使
用
子

　
供
会
其
他
（
浅
草
仏
教
会
）

三
日
　
本
郷
海
蔵
寺
花
ま
つ
り
こ
ど

　
も
会
（
本
郷
仏
教
会
）

四
日
一
時
　
牛
込
生
活
館
　
花
ま
つ
り

　
子
供
大
会
。
仏
教
放
送
文
化
協
会
の

　
　
ト
ー
キ
ー
ス
ラ
イ
ド
、
奇
術
、
曲
芸
、

　
映
画
等
（
新
宿
連
合
仏
教
会
・
牛
込

　
仏
教
会
）

五
日
一
時
　
烏
山
小
学
校
　
存
明
寺
に

　
　
て
灌
仏
慶
讃
法
要
、
小
学
校
で
花
ま

　
　
つ
り
慶
祝
大
行
進
（
烏
山
寺
院
連
合

　
会
）

五
日
十
時
　
氷
川
小
学
校
　
氷
川
古
里

　
保
育
園
、
タ
ソ
ダ
バ
ハ
舞
踊
教
室
の

　
奉
祝
舞
踊
、
三
時
ま
で
講
堂
に
て
開

　
催
（
奥
多
摩
氷
川
本
部
・
多
摩
川
仏

　
教
会
）

五
日
一
時
田
無
総
持
寺
産
経
協
賛

　
花
ま
つ
り
演
芸
大
会
（
北
多
摩
東
仏

　
教
会
・
田
無
花
ま
つ
り
会
）

五
日
二
時
　
長
崎
子
供
の
家
　
花
ま
つ

　
り
子
供
大
会
（
東
京
花
ま
つ
り
会
・

　
豊
島
大
乗
寺
）

五
日
五
時
亀
戸
萩
野
　
花
ま
つ
り
俳

　
句
大
会
（
城
東
仏
教
団
・
亀
戸
花
ま

　
つ
り
会
）

六
日
　
奥
多
摩
商
店
街
花
ま
つ
り
行

　
進
、
奥
多
摩
町
内
全
域
巡
（
奥
多
摩

　
氷
川
本
部
・
多
摩
川
仏
教
会
）

六
日
十
時
　
太
丁
郷
戎
町
衝
口
頭
　
袋
町
国
父

　
叉
点
に
花
御
堂
安
置
、
十
時
法
要
執

　
行
、
四
時
ま
で
法
話
．
童
話
、
紙
芝

　
居
、
甘
茶
接
待
（
本
郷
仏
教
会
）

六
日
　
田
端
地
区
　
町
内
を
一
日
中
白

　
象
行
進
（
滝
野
川
仏
教
会
）

六
日
同
時
　
芳
林
公
園
　
花
ま
つ
り
演

　
芸
会
（
神
田
寺
）

六
日
一
時
　
大
塚
公
園
　
こ
ど
も
花
ま

　
つ
り
大
会
、
一
千
名
の
子
供
ヘ
プ
レ

　
ゼ
ソ
ト
（
大
塚
上
辻
商
店
会
・
同
町

　
会
・
母
の
会
）

六
日
一
時
　
上
野
公
園
清
水
堂
か
ら

　
花
御
堂
稚
児
行
列
に
て
水
上
音
楽
堂

　
に
至
り
灌
仏
式
、
清
興
イ
ン
ド
舞
踊

　
等
を
行
う
（
下
谷
仏
教
会
）

六
日
一
時
　
四
谷
文
化
会
館
　
稚
児
行

　
列
、
慶
讃
法
要
、
花
ま
つ
り
児
童
大

　
会
、
慶
応
大
学
児
童
研
究
会
の
人
形

　
劇
（
四
谷
花
ま
つ
り
奉
賛
会
・
四
谷

　
仏
教
会
）

六
日
一
時
　
麻
布
善
福
寺
　
十
番
龍
沢

　
寺
よ
り
商
店
街
通
り
稚
児
白
象
行
進

　
童
心
座
出
演
子
供
大
会
（
麻
布
仏
教

　
会
）

六
日
九
時
　
深
川
各
方
面
　
深
川
地
区

　
内
各
子
供
会
を
動
員
の
各
地
花
自
動

　
車
行
進
子
供
大
会
（
二
時
ま
で
）

　
（
深
川
仏
教
会
・
少
年
少
女
団
体
連

　
合
会
）

六
日
十
時
　
田
無
総
持
寺
　
白
象
稚
児

　
行
列
、
花
ま
つ
り
大
会
、
花
ま
つ
り

　
セ
ー
ル
三
月
廿
九
日
～
六
日
（
田
無

　
花
ま
つ
り
会
・
総
持
寺
）

六
日
十
時
　
駒
沢
大
学
講
堂
　
花
祭
り

　
子
供
大
会
（
世
田
谷
仏
教
会
・
駒
沢

　
大
学
児
童
研
究
会
）

六
日
十
時
　
寺
島
法
泉
寺
　
寺
島
地
区

　
各
町
商
店
街
地
元
婦
人
会
協
力
花
御

　
堂
大
白
象
、
稚
児
行
列
、
法
泉
寺
で

　
灌
仏
会
（
向
島
仏
教
徒
連
盟
・
向
島

　
仏
教
会
）

六
日
二
時
　
丈
京
児
童
会
館
　
花
ま

　
つ
り
子
供
大
会
（
小
石
川
仏
教
会
・

．
“
　
『

蒔

　
交
京
児
童
会
館
）
　
　
、

六
日
七
時
　
星
羅
寺
　
花
ま
つ
り
講
演

　
の
夕
（
城
東
仏
教
団
・
亀
戸
花
ま
つ

　
り
会
）

六
～
八
日
　
舶
銀
座
コ
一
三
会
舶
川
　
銀
座
花

　
ま
つ
り
の
風
情
で
花
ま
つ
り
料
理
提

　
供
．
来
店
家
族
の
楽
し
い
和
や
か
な

　
車
回
会
場
と
す
る
（
三
笠
会
館
・
東

　
京
花
ま
つ
り
会
）

七
～
八
日
　
神
田
盛
り
場
　
神
保
町
富

　
土
屋
デ
パ
ー
ト
前
、
盛
場
に
て
花
御

　
堂
街
頭
法
要
（
本
郷
仏
教
会
）

七
日
一
時
　
墨
田
埴
輪
寺
　
吾
嬬
地
区

　
大
白
象
行
進
（
向
島
仏
教
会
・
向
島

　
仏
教
徒
連
盟
）

七
日
五
時
　
交
京
茗
漢
，
会
館
　
花
ま
つ

　
り
を
待
つ
前
夜
祭
、
区
民
有
志
文
化

　
入
三
百
名
の
交
歓
晩
餐
会
、
各
層
代

　
表
の
清
談
、
余
興
（
東
京
花
ま
つ
り

　
会
・
文
京
区
丈
四
団
体
）

七
日
六
時
　
神
田
寺
　
花
ま
つ
り
前
夜

　
祭
（
神
田
寺
）

八
日
一
時
　
品
川
区
公
会
堂
　
灌
仏

　
法
要
、
稚
児
行
列
、
小
稿
学
校
児
童

　
劇
、
立
正
学
園
高
女
声
楽
隊
聖
歌

　
（
品
川
仏
教
連
合
会
）

入
日
一
時
　
音
羽
護
国
寺
　
伝
統
の
時

　
代
祭
、
け
ん
ら
ん
た
る
大
名
行
列
堂

　
々
百
五
十
名
参
加
、
稚
児
其
の
他
一

　
千
名
の
大
行
進
（
護
国
寺
振
興
会
・

　
護
国
寺
修
養
会
）

入
日
一
時
　
滝
野
川
寿
徳
寺
　
児
童
大

　
会
（
滝
野
川
仏
教
会
）

入
日
一
時
隅
田
正
中
寺
隅
田
地

　
区
内
花
御
堂
大
白
象
巡
行
（
向
島
仏

　
教
徒
連
盟
・
向
島
仏
教
会
）

八
日
一
時
　
玉
川
不
動
公
園
　
満
願
寺

　
及
び
等
々
力
不
動
公
園
に
て
灌
仏
式

　
花
ま
つ
り
大
会
、
幼
稚
園
保
育
園
参

　
加
（
玉
川
仏
教
連
合
会
）

八
日
十
時
　
小
岩
善
養
寺
　
釈
尊
聖
地

　
御
土
砂
奉
賛
会
主
催
、
重
重
慰
霊
法

　
要
土
砂
宝
塔
落
慶
法
要
を
兼
ね
る

　
（
江
戸
川
仏
教
会
）

八
日
一
時
　
小
岩
宣
要
寺
　
歌
謡
大
会

　
稚
児
行
列
、
灌
仏
会
（
同
上
）

入
日
二
時
　
神
田
寺
　
十
時
幼
稚
園
花

　
ま
つ
り
、
二
時
一
般
子
供
花
ま
つ
り

　
児
童
三
千
人
ヘ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
神
田

　
寺
）

入
日
　
奥
多
摩
周
面
院
　
器
量
降
誕
会

　
（
多
摩
川
仏
教
会
）

入
日
　
本
郷
各
幼
稚
園
　
地
区
各
幼
稚

　
園
、
各
寺
院
で
花
祭
奉
讃
児
童
大
会

　
　
（
本
郷
仏
教
会
）

入
日
　
小
石
川
各
所
　
指
ケ
谷
町
電
停

　
前
春
日
町
交
叉
点
大
塚
仲
町
等
に
て

　
街
頭
花
ま
つ
り
花
御
堂
甘
茶
供
養
区

　
内
巡
廻
（
小
石
川
仏
教
会
）

入
日
　
牛
込
地
区
各
所
　
地
区
内
各
日

　
院
白
象
練
供
養
（
牛
込
仏
教
会
）

入
日
二
時
田
端
大
久
寺
田
端
町

　
一
円
白
象
行
進
ま
つ
り
大
行
列
（
滝

　
野
川
仏
教
会
）

入
日
中
　
目
黒
円
融
寺
　
花
御
堂
を
中

　
心
に
同
寸
幼
稚
園
児
参
加
、
灌
仏
、

　
子
供
の
う
た
（
目
黒
仏
教
会
・
国
宝

　
円
融
寺
）

八
日
五
時
　
神
田
学
土
会
館
　
花
ま
つ

　
り
清
談
晩
餐
の
夕
（
仏
教
同
志
ク
ラ

　
ゾ
・
全
日
本
仏
教
会
）

八
～
十
三
日
　
池
袋
三
越
　
花
ま
つ
り

　
奉
讃
現
代
美
術
展
覧
会
（
現
代
仏
教

　
美
術
院
・
全
日
本
仏
教
会
）

九
日
九
時
　
田
端
幼
稚
園
　
こ
ど
も
花

　
ま
つ
り
大
会
（
滝
野
川
仏
教
会
）

十
日
七
時
　
神
田
寺
　
花
ま
つ
り
記
念

　
講
演
会
（
神
田
寺
木
曜
会
）

十
一
日
一
時
　
神
田
寺
　
婦
人
花
ま
つ

　
り
（
神
田
寺
婦
入
会
）

十
三
日
十
時
　
秋
多
商
工
会
館
　
秋
多

　
町
玉
泉
寺
よ
り
白
象
大
行
進
、
地
元

　
商
店
会
各
団
体
の
協
力
に
よ
り
花
祭

　
り
大
会
（
秋
多
町
仏
教
会
）

十
五
日
正
午
　
練
馬
区
公
会
堂
　
了
見

　
寺
集
合
、
稚
児
行
列
に
て
公
会
堂
に

　
至
り
花
ま
つ
り
大
会
（
練
馬
区
仏
教

　
会
）

十
九
日
一
時
板
橋
区
民
会
館
　
町
内

　
幼
稚
園
保
育
園
合
同
花
ま
つ
り
（
板

　
橋
仏
教
会
・
檀
徒
総
代
会
）

五
月
二
日
　
目
黒
区
公
会
堂
　
花
ま
つ

　
り
の
集
い
、
仏
教
幼
稚
園
児
の
演
技

　
（
目
黒
仏
教
会
・
目
黒
仏
教
保
育
連

　
盟
）

五
月
五
日
　
交
殊
院
粟
蓮
寺
　
午
前
九

　
時
よ
り
地
元
町
会
一
帯
白
象
児
童
行

　
進
、
子
供
の
舞
踊
大
会
（
板
橋
仏
教

　
会
・
仲
宿
花
ま
つ
り
会
）

五
月
八
日
　
奥
沢
九
品
仏
　
九
品
仏
商

　
店
会
及
び
地
元
町
会
の
後
援
に
よ
る

　
花
ま
つ
り
大
会
（
玉
川
仏
教
連
合
会
）

セ
イ
ロ
ン
救
援
物
品
明
細
表

目
黒
仏
教
会

下
谷
仏
教
会

墨
田
仏
教
会

赤
坂
仏
教
会

品
川
仏
教
会

　
（
大
井
、

究
点

四
噌
三
〃

一
〇
四
〃

八
号
〃

天
六
〃

　
　
　
　
　
荏
原
、
大
崎
各

　
仏
教
会
の
分
を
含
む
）

芝
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〃

本
所
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
　
六
九
〃

城
東
仏
教
団
　
　
　
　
　
　
　
三
七
〃

日
本
仏
教
鐙
仰
会
　
　
　
　
　
四
四
八
〃

ロ
ン
ド
メ
リ
ヤ
ス
株
式
　
　
　
三
〇
〃

会
社
社
長
直
屋
吉
二
（
一
〇
ダ
ー
ス
分
）

聖
観
音
宗
浅
草
寺
　
　
　
　
　
三
九
四
点

本
郷
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
　
三
七
〃

浅
草
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
　
二
免
〃

深
川
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
〃

滝
野
川
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
合
〃

孝
道
教
団
婦
入
会
　
　
　
　
昌
、
七
七
へ
〃

浅
草
本
願
寺
婦
人
会
　
　
　
　
二
五
〃

浜
松
市
仏
教
婦
人
会
　
　
　
　
西
三
三
〃

荒
川
浄
閑
寺
婦
人
会
　
　
　
　
一
〇
六
〃

光
明
寺
婦
入
会
　
　
　
　
　
　
九
七
〃

川
越
喜
多
院
婦
入
会
　
　
　
　
六
〇
〃

総
持
寺
報
恩
婦
人
会
　
　
　
　
垂
〃

真
言
宗
豊
山
派
婦
入
会
　
　
　
二
〇
〃

横
浜
市
仏
教
婦
人
会
　
　
　
　
　
ぎ
〃

野
田
市
仏
教
婦
人
会
　
　
　
　
二
〇
〃

長
野
市
仏
教
婦
入
会
　
　
　
　
き
〃

神
田
寺
仏
教
婦
人
会
　
　
　
　
へ
〇
一
〃

た
ち
ば
な
幼
稚
園
　
　
　
　
　
三
三
三
〃

婦
人
敬
愛
会
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〃

菅
仏
心
会
婦
人
部
　
　
　
　
　
　
八
七
〃

協
和
醗
酵
株
式
会
社
　
　
　
　
　
六
〇
〃

徳
応
婦
人
会
　
　
　
　
　
　
　
四
四
〃

尼
僧
法
門
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〃

真
如
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〃

大
和
会
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〃

広
瀬
す
み
子
扱
　
　
　
　
　
　
四
異
〃

山
本
杉
扱
　
　
　
　
　
　
　
　
量
四
〃

申
田
和
子
扱
　
　
　
　
　
　
蓋
O
〃

身
延
山
青
鹿
た
わ
扱
　
　
　
　
八
O
〃

長
谷
川
環
扱
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〃

栗
原
富
土
子
扱
　
　
　
　
　
　
三
〇
〃

鹿
島
さ
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
き
〃

立
石
た
ま
え
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〃

村
田
嘉
久
子
　
　
　
　
　
　
　
量
〃

全
日
仏
婦
会
員
小
口
扱
　
　
　
ニ
ハ
九
〃

其
の
他
雑
品
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
〃

　
　
　
　
総
計
陶
O
、
三
日
七
点

　
救
援
物
品
明
細
表

タ
オ
ル
四
、
O
零
点
　
手
拭
五
、
き
へ
点

子
供
服
等
衣
類
九
〇
八
点
　
石
鹸
、
粉
乳

等
　
一
七
三
占
｛
　
計
　
一
〇
、
三
一
七
占
卜

昭
和
彗
一
年
二
月
ズ
日
　
全
日
本
仏
教
会

4
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